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蝦夷富士西北及東南雨側に於ける

植物景観の差異に就きて

山本岩亀
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ON THE DIFFERENCE IN THE VEOET ATION 

OF THE NORTH=WESTERN AND SOUTH=EASTERN 

SLOPES OF THE YEZO=FUJI MOUNTAIN 

BY 

IW ARISA YAMAMOTO 

酉北・東南繭側に於ける植物景観の差異

一、森林帯に於げる差異

蝦夷富士の森林帯は西北側（倶知安、狩太側）と東南側（真狩、喜茂別、

束倶知安側）芭に於いて衣の如き差異を認め得ぺし。

I、 西北側に於いては針葉樹林（アヲトド、エゾマツ、アカエグマツ）

の優勢なる費遣を見ること。共下限は海抜 200米より上限界 1300米の聞

に跨る。

2、 東南側に於いては針葉樹林を杢〈欠き落葉、潤葉樹林の接遣を見る

こさ。海抜約 400米よ b1000米の聞を占む。

而して雨側の境界は頂上よ b東北に向って延び？とる尾根（倶知安町
東三競線附廷に至るもの）及び南微西（真狩別整山口附近）に至る尾根

をもって明かに劃らる。

二、 J、ヒマツ分布の肢態

J、ヒマツの分布は頂上附近に於て最も密にして、脊梁部を遁じて帯股を

なし、更にこれは尾根逼b下降せり。下るに従ひて次第に落葉濯木及ぴサテ

の掃入に逢ひ、島l喚状民隔離せらる。

[Trans田 t.Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. XI, Pt. 3, -193ol ,, 
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西北側に於L、ては焼跡の面積によ bても知らる、如〈、共総面積並びに

分布密度、東南側に比して頗る大記して旺盛なる接達を来せh0 

何また西北側に於いては 900米（小富士園錐正上院あるもの最も低（森

林帯中にあ b）附近まで低下すれざも、東南側に於いては1200米以下院下る
ことな L0 

三、草本分布に於ける差異

I、 山麓に於ける草本植物景観の差異

西北側は河流、湖沼、谷地に富むをもってJIJる蕗ヨジ、カサスグ、
オユジ毛ヅケ、 J、ンプンサクの如き大草本エグノ J7キングヲ、ミグバ

セヲ、ミグトクサ、ヤナギトラノヲ、ェゾノカ J、ヂずの如き好様性の植

物群落をなし、エゾノミグタデ、ヒロ J、且ピ号、ヲヒ JVムジロの如き水

生植物広富めれ

然る広東南側は庚き凝友岩の牽地をなし、ス、キの大草原随所に現

出し、ヲトコヨ毛ギ、オホイタド 9、ヲトコへジ、ニガナ、アキノキリ

ンサラ、エグニガクサ、ヒメ J、ギ等杢〈陽性¢植物群落を見る。

2、 山頂に於ける草本植物景観の差異

山頂に於ける草本帯は J、ヒマツ帯中に島唄肢に配置せらる。而して

西北側を占むる御花畑、星ク池の二爆裂火口、薬草ケ原及び各放射谷に

畿運せる植物の景観は、東南側広位する大中小各噴火口並びに放射谷に

於けるものとは金〈共趣を異民せり。

西北側なる御花畑、星ゲ池並びに薬草ケ原にはチジマアクロ、オヤ

マJ：／グク、グ JVマユ 9、キバナジヤクナグ、ミヤマキシバクグ、ミツ

バヲクレンの如きものを初め、イノ、イアァ、エゾホソキの如く中性若く

は線、性植物の群落を見るベ〈、殊仁其の放射谷（例へば比羅夫整山口に

於ける胸突八丁〉にはヨプスマサヲ、オユジ毛ヅケ、ヤマプキジヨウマ、

守ノレノ－＂＇ヒレアザ、ミ、ミミカクモ 9 、オホカサ毛チ、カラマヅサクの知~

大草本密生し共下l二、アラジグサ、サンカエフ、グログ毛サヲ、ギヤヲ

タヤ.＝.:/ .：：，：.グ、ジラネアアヒ、ミヤマタニタデ、タニギキヤク、オホノf

タケジマラシの如き陰性叉は好議性の植物を生移。。

之れに反して東南側各噴火口にはメアカンキンバイ、キグバクヲヌf

夕、ノf ノ、プグ官、ミヤマタネック＿，，•ナ、タカネスミ ν、ホ Y ＿，，•オンタデ、

タフタロタデの如き乾生植物に富み、叉放射谷は浅〈して（例へば束倶

知安に向ふ室津）ノグ9ヤス及び？？雨属の群塔を主芭し、ィ yyツ夕、
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エグクヲンザ夕、・すノレバヒレアザミ、オホバスノキ等極めて貧弱なる接

遣をなせる民止まる。

四、概括

以上を概観する区西北側は針葉樹林の接蓮及び優勢なる J、ヒ？ツの分布

を見、草本植物に於いては山麓、山頂共に好常陸植物の群落認められ東南側

~t.於いては杢〈針葉樹林を欠き、 J、ヒマツの分布疎にして草本は陽性群落の

形相を帯びtlb。

雨側差異の原因に就きての考察

一、気候的｛車件』t.就きて

平均気温〈撰民〉

長狩 j-6・3jー3・s1-o・3I 5.0 I II.6 I 16.7 j 21.8 j 22.41 18・2j 11・6j 3-4 i-3・4I 8.I 

降水量（粍3

ぷょlきI 宮

8お7 8 9 IO 

一一一
倶知安 145.4 152.7 94・2 91・4 134.6 137.6 

一一一
民 3守 135・7063・3067 .88150.80 80.42 69.68 89,88 82,44 I 05,98 133.7 4 990・・54

~I当当証l~Sl~I古
備考 I. 以上諸表／ウチ倶知l安＝於ケ Jレ屯ノノ、明治三十八年リ同四十四年ニ至pレ七ヶ年ノ卒均、

長狩ノ毛ノノ、大正八年ヨリ同二十年ニ至ル五ヶ年ノ卒均ナ明。

2・員j守ノ観iJl!J＝－於イテノ、滋度チ欠タテ以テ最毛近キ喜都／屯ノチ多考トシテ掲ゲタリ。

雨側に於ける気祖、降水量、濃度を比較するに杢〈異な bたるものある

を認むぺ〈、此の差異こそ地形、地質的差異吉相侯ちて雨測に於ける植物長

観に差異を輿へたる重要なるー原因な 0と考察せらる。

あらゆる気候的保件は綜合的に影響を典ムるものなるは勿論なれざも、
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特に降水量の多少は雨側山麓、山頂の草本植物の景観に気祖、降水量、濃度

は森林帯の形成並ぴlJr..＞、ヒマツの分布院影響せるものな bさ考へらる。

雨側に於ける降水量は表に示せる如く、西北側に於いては年 1538.4粍に

して東南側は 990・5粍なれ
この相違は西北側山腹に深き放射谷を造り、山麓に多数の河流を生じ、

谷地を形成せしめ、山麓及び山頂に陰性、好揮J陸の植物の群落を接達せしの

東南側に浅くして水流なき放射谷を現出せしめて陽性、乾性の植物群落を鬼

るに至らしめたる主原因な 0さ推定す。更l二、気温は西北側Uけをいて年平均
5.20 ~t. して東南側は年卒均 8. 1°なり。即も西北側は本多博士（改正日本森林

植物帯論 III,222頁〉の所謂平均気祖 60以下の地に相営し、寒帯林の形成

区遁せるを示すものにして針葉樹林の畿遣を旺盛ならしめ、且つJ、ヒマツ林

の低下を来せる主要なるー原因な hさ考察す。

濃度に就きでは東南側の記録を欠けるを遺憾ざするも、西北側に於ては

冬季の濃度夏季に比して大なるを見るぺし。本道に於て斯の如き型式に従ふ

ものは唯、旭川あるのみにして他は線ィて之に反せり。東南側も亦後者の型

Iこ属すべきものなるを推定する民難から十。即もこの現象は、冬季針葉樹の

蒸散量に相閲して生存上有利なるぺ〈、ニれ西北側に於ける優勢なる針葉樹

林の接遣の一候件なりさ推定せらる。

二、地質的保件に就きて

蝦夷富士は標式的のコユーデ民して、噴火に嘗bてはその噴出物を四万

仁略ぽ均等に流出せしめしものの如きも、西北側に於いて幾分多量の噴出物

を見るけ、この方面に御花畑、星ケ池の二大爆裂火口並びに竿月湖爆裂火口

丸山火山群を有し活動の盛んな bしが矯めに外ならず、殊に噴出物中熔岩の
流出は西北側に於て特に著しく、下Yスケ墓地より比羅夫附近を経て狩太に

豆れる大熔岩流はこれを詮明す。

これに反して東南側は泥流に富み、その山麓に押出されたるものは無数

の小国錐正さして現存せh。

熔岩の吸水性並びに保混性が針葉樹の生育に関係あるものなるこ迂は、

早田博士（富士植物帯論13頁）の既に逮ぐられしさころにして、西北側に於

りる針葉樹林が熔岩流の分布に沼ふて消長せるの朕態必明かに之を謹明す。

以上述ィ？とる雨側の地質的相違は西北側に後志、渡島地方に於て稀広見

るの一大針葉樹林を護連・せしめたるー主要保件な h己認めらる。

三、束南側に針葉樹を欠ける原因ごしての山火に就て
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東南側に針葉樹を欠ける原因ごして山火を想像し得ぎるにあらぎるも、

金〈其謹跡なく且つ、この方面にある後別岳（I 107米）昆布岳（1045米〉等

院針葉樹林を欠けるを見れば、かくの如き僚件は首肯し難し。

結 論

蝦夷富士の西北、東南雨側に於げる森林帯の差異、 J、ヒマツ分布上の差

異並びに山麓、山頂に於ける草本植物景観の差異は、雨側に於げる降水量、

気温、濃度等の気候的差異及び噴火によ bて生じたる地質的差異に基くもの

なりさ考察す。

ABSTRACT 

The di任crencein the vegetation in the forest zones, and in the distribution 

of Pinus pumila Regel on the North-western and South-eastern slopes of Mt. 

Yezo-Fuji and also the di佐rencein the herbaceous plant communities on the 

summit and foot of the mountain are considered to have been induced by 

those climatic di佐rencessuch as in precipitation, atmospheric temperature 

and moisture on each slope, and partly to be ascribed to the geological fea-

tures due to the eruption of this volcano. 


